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女`性初心者におけるバドミントン・

スマッシュの基礎的実験研究

山本博男・直江義弘＊・福島基＊・横山健＊・南谷直利＊・

芦崎守窯＊・米澤啓子**＊

BiomechanicalAnalysisofBadmintonSmashPerformedby

FemaleNovicePlayers
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いことも原因の１つであろう。バドミントンの

力学的な視点からの研究はなされてい

る')2)3)4)5)6)7)｡しかしながら,女性初心者の動作に

関する研究はなされていない。

従って，本研究の目的は，上半身の動きと下

半身の動きの指標としての床反力，また，重心

移動とを同期し，女性初心者のバドミントンス

マッシュにおける動作の特徴を明らかにするこ

とである。

序 論

バドミントンは，手軽にできるラケット・ス

ポーツとして，各地に普及している。多くの人

がバドミントンのラケットを握り，シャトルを

追った経験があるだろう。しかし，一生懸命，

打っているのに無情にも，シャトルは，思うよ

うに飛んでくれない。初心者，特に女性初心者

なら，一度はこの経験があるだろう。

どうしたら，シャトルにうまく，パワーが伝

えられるのか。もちろん，ラケットワークの悪

さもあるだろう｡初心者のスマッシュの特徴は，

肩に力が入り，肘の引き下げになるため，シャ

トルのコルクの部分をなでるような振りになっ

たり，手首が硬く，ラケットを強く握っている

ために，むちのようなしなりがないことが挙げ

られる。一方，これに加え，上半身と下半身の

バランスの悪さも要因として考えられる。つま

り，下半身の動きを上半身にうまく伝達できな

研究方法

１被検者

金沢大学女子学生４０名のバドミントン初心

者を４パターンに分けた。Ａは，動作中，腰の

回転がみられない者，Ｂは，インパクト前に腰

の回転がみられた者，Ｃは，インパクト後に腰

の回転がみられた者,Ｃは,動作中継続して腰の

回転がみられた者とした。その内訳は表１に示

昭和６３年９月１６日受理
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行なった。実験配置図を，図１に示した。表１初心者のパターン分け

i〒Tｆ
３解析項目

(1)フイルム，モーションアナライザーによる

動作分析

Nac杜製スポーティアス・モデル１００フィル

ム・モーションアナライザーを使用し，三浦ら

（1975）の報告した身体重心測定点をもとに，

身体重心点を算出した。

(2)床反力波形

スマッシュは，最も攻撃的なフライトである

ため，その動作は，身体各部の総合的な働きに

よって，シャトルに最高のパワーを伝える動作

である。そのときの下肢の働きは大きく，その

パワーに関与すると推測される。そこで,本研究

では，特に下肢の働きを表わす床反力とインパ

クトとの関係に着目した。

(3)膝角度

下肢の動きを大きく司る膝の角度を，ゴニオ

メーターで測定して，初験者がどのような動作

をしているか,インパクト時間と合わせ考察した。

(4)インパクト時間

パワーがシャトルにうまく伝わるかどうか

は，インパクト前の動きと大変関係が深いと考

えられる。インパクト時間を明確にさせ，より

正確な動作分析を試みた。

同
表２被検者の身体的特徴

汀
Ｍ
Ｍ
ｍ

ｌ
Ｉ

Lii1篭８７
した。各パターンに１名，さらに，比較のため

に金沢大学バドミントン部女子部員１名，計５

名を被検者とした。被検者の身体的特徴を表２

に示した。尚，以後，被検者５名に対しては，

Ｓ１，ｓ２，ｓ３，ｓ

４，Ｓ５と略記する。

２実験手順

試行内容は，特に指示をしないスマッシュ

（以後Ｓｍashとする)，ジャンプしてのスマッ

シュ（以後ＪｕｍｐＳｍａｓｈとする)，足を浮かさ

ないスマッシュ（以後StandSrashとする）の

３種類である。

被検者は，エレクトロ・ゴニオメーターを両

膝外側につけ，フォースプレート上で固定され

たシャトルを対象に３試行をこの順序で行なっ

た。全試技において，床反力波形・両膝角度の

記録及び16mmカメラによる高速度映画撮影を

結果

牛山ら（1985)6)や，Gowitzkeら（1980)4)は，

その研究の中でバドミントンのスマッシュ動作

の区分を行なっている｡本研究では,スマッシュ

の一連の動作を，ａ運動開始時，ｂ上肢の

動きが停止した時，Ｃラケット先端が最も下

がった時ｄインパクト，ｅフォロース

ルー，ｆ動作が終了したとみなされた時に区

分を設定した。以下，このａ～ｆを区分として

略記する。また，ａ～ｂをパック･スウィング，

ｂ～ｄをフォワード・スウィング,ｄ～ｆをフォ

ロースルーとした。

可織ｆｌ

Ｐ

プオースプレー
ピデォヵメラ

16ｍカメラ

三F三可号

"に三世
図１実験配置図
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１身体重心の位置変化

Ｓ１のＳｍash動作のPosition-Xは，バック

スウィングの後半から，前方へ動き出し，動作

終了まで続いた。Position-Yは，インパクト直

前に少し上昇し,インパクト後,下降した｡Jump

Smash動作のPosition-Xは,動作開始後，しば

らくしてから前方へ動き始め，動作終了まで続

いた。Position-Yは，バックスウィング後半か

ら下降し，ｂ～ｃの途中で上昇を始め，最も高

いところでインパクトした後，下降した。また，

StandSmash動作のPosition-Xは，バックス

ウィングの途中から，ゆるやかに前方に動き始

めた。Position-Yは，インパクト前後が少し高

かった。

Ｓ２のＳｍash動作のPosition-Xは，バック

スウィングの後半から前方へ動き始め，インパ

クト後は，あまり動かなくなる。Position-Yは，

バックスウィングの後半から少し上昇し，イン

パクト直前に，最高となるが，インパクト時に

下がる。ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作では，Position-X

は，動作開始後，徐々に前方に移動した。Posi‐

tion-Yは，動作開始後，一度，下降し，その後，

急激に上昇しインパクト，その後また，急激に

下降した。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作では，Position-X
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図４ｓ３のＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作における身体重心

位置変化

llL
|土，フォワードスウィング開始後，わずかに前

方に移動した。Position-Yは，インパクト時に

少し高くなり，その後，下降した。

Ｓ３のＳｍash動作（図２）のPosition-Xは，

動作中，前方に移動し続けていた。Position-Y

は，あまり大きな変化は見られなかった。Jump

Smash動作(図３）のPosition-Xは，バックス

〆

０２５０１，００八０1000ｌ２１ｌＯＭｉＯＯｌ７５０２０００
TIM[(msec）

図２Ｓ３のＳｍash動作における身体重心､位置変化
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ウイングの後半から前方に動き出している。

Position-Yは,バックスウィング途中で－度，

下降しまた上昇，そして再び下降し，フォワー

ドスウィングのｂ～ｃ間で上昇し始め，最も上

昇した時にインパクトし，下降した。Stand

Smash動作に（図４）のPosition-X，Position

-Yともに変化はあまり見られなかった。

Ｓ４のＳｍash動作のPosition-Xは，バック

スウィングで一時後方に動き，その後，前方に

動き続ける。Position-Yは動作開始後下降し，

フォワードスウィング開始後上昇し，インパク

ト後,再び下降した。ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作のPosi

tion-Xは,動作開始後,一度後方へ移動するが，

その後前方へ移動した。Position-Yは，バック

スウィングの後半下降し，フォワードスウィン

グの途中，ｂ～ｃ間で上昇を始め，インパクト

後下降した。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作のPosition-X

は，バックスウィングの後半から前方へ移動し

た。Position-Yは，インパクト前後にわずかに

上昇した。

Ｓ５のＳｍash動作のPosition-Xは，動作開

始後,少し後方へ移動したが,フォワードスウィ

ングの少し前から，前方に移動し，インパクト

後前方に移動した。Position-Yは，フォワード

スウィングの少し前に上昇し始め，最も上昇し

たところから下降中にインパクトがあった。

ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作のPosition-Xは，フォワー

ドスウィングの途中，ｂ～ｃ間から少し前に移

動し，インパクト後大きく前へ移動した。Posi

tion-Yは，フォワードスウィング直前に上昇

し，下降しながらインパクトしていた。

た。

Ｓ３のＳｍash動作（図５）は，ｃで最大床反

力を示した。ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作（図６）は，下

方向の最大床反力を示した後にｃになっている。

StandSmash動作（図７）は，どの方向にもあ

まり床反力を示さなかった。

Ｓ４のＳｍash動作は，ｃの前に下方向の床

反力を示し，インパクトの前に上方向の最大床

反力を示した。ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作は，ｃの前に

下方向の床反力を示した。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作

は，上方向の最大床反力をインパクト前に示し

た。

Ｓ５のＳｍash動作は，ｂの前に右方向，前方

向，下方向に最大床反力を示し，その後，ジャ

ンプしていた。ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作は，ｂの前

に右方向，下方向，前方向に床反力を示してい

る。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作は，ｃの前に，前方向，

下方向の最大床反力を示した。

ilF甥rMiiijiin、

２床反力

Ｓ１のＳｍash動作は，ｃで右方向，下方向の

最大床反力を示し，インパクト時に左方向，後

方向，上方向の最大床反力を示した。Ｊｕｍｐ

Ｓｍａｓｈ動作は，ｃで下方向の最大床反力を示

し，ジャンプしてインパクトしていた。Stand

Smash動作は，ｃで下方向の最大床反力を示

し，インパクト時に上方向の最大床反力を示し

Ｍ」

Ｕｃｄ便６￣￣了55￣可000(…）

図５ｓ３のＳｍash動作における床反力波形と
両膝角度
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３膝角度

Ｓ１のＳｍash動作は，インパクト前に両膝

の屈曲があったことを示している。Ｊｕｍｐ

Ｓｍａｓｈ動作は，インパクト前に両膝の屈曲が

あったことを示している。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作に

おいても，わずかだが同じような屈曲が示され
た。

Ｓ２のＳｍash動作では，右膝は伸展したま

まで，右膝はバックスウィング時から屈曲し，

フォロースルー時に伸展を示した。Ｊｕｍｐ

Ｓｍａｓｈ動作は，両膝をほぼ同時に深く屈曲して

ジャンプしていた。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作は，右膝

に僅かにバックスウィングの終わり頃から屈曲

がみられ，フォロースルー後伸展した。

Ｓ３のＳｍash動作では，右膝にインパクト

直前から僅かに屈曲があったことを示した。

ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作は，両膝を同じように屈曲し

ジャンプしたことを示した。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作

は，両膝の屈曲は見られなかった。

Ｓ４のＳｍash動作で､'よ，右膝のパックス

ウィングの終わり頃から屈曲し始め，ｃからよ

り深く屈曲した。ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作は，ジャン

プし始めるときに右膝に大きい屈曲がみられ，
着地時には両膝が伸展している。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ

動作では，左膝は，バックスウィングの終わり

頃から屈曲し，インパクト時に伸展，右膝はイ

ンパクト直前から屈曲を示した。

Ｓ５のＳｍash動作では，バックスウィング

の終わり頃から，右膝がまず屈曲し，その後，

左膝が屈曲しジャンプしていることを示した。

ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作は,Ｓｍash動作と同じような

波形を示した。ＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作は，バックス

ウィングの終わり頃から左膝が屈曲し，インパ

クト時には右膝が屈曲，左膝が伸展していた。

０
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初心者の傾向について,第一に,初心者はフォ

ワード・スウィング開始後にインパクト前の下

方向の最大床反力を示したのに対し,熟練者は，
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てみる。Ｓ４のＪｕｍｐＳｍａｓｈでは，やはり他の

初心者同様，重心の最も高い時にインパクトし

ている。そこで，ジャンプの踏み切り方に着目

する。Ｓ４の場合，シャトルに体が正対した状

態でジャンプしているのに対し,熟練者は,シャ

トルに対し体が横になった状態でジャンプして

いる。また，Ｓ４はＳｍashで1ま，シャトルに対

して横になった状態からインパクトしている。

このことから，体幹のひねりがインパクトのタ

イミングに関係しているようだ。この体幹のひ

ねりも，フットワークの習熟によって得られる

のて､，バドミントンでは，フットワークの習熟

が必要であると言える。以上のことから,パワー

ストロークを指導する際には最初からパワーを

強調せず，その構え方，バランス，リカバリー

を指導する方が良いと考えられる。

また，ＳｔａｎｄＳｍａｓｈを行わせたところ，そ

のほとんどの初心者において，Ｓｍashと同じよ

うな現象が得られたことから，やはり初心者は，

棒立ちになりがちだと改めて確認された。

初心者にＪｕｍｐＳｍａｓｈをさせたところ，ジャ

ンプ後着地時にジャンプ前の前足から着地して

おり，後ろ足が前に出てくる動きが確認された。

これは，バドミントンのフットワークに似た動

きである。これらから，初心者には，フットワー

クの前後方向の方向転換で前に出る時に，意識

的にジャンプをさせることによって効果がある

と考えられる。

最大床反力を示してからフォワード．スウィン

グが始まっている。これは，バドミントンにお

けるパワー．ストロークのほとんどが，前後の

移動の方向転換をしながら行うという特殊性か

ら，後足で踏み切ることに関係があるだろう。

実際,ほとんどの初心者は,前足踏み切りになっ

ていた｡熟練者は，床反力をパワーの伝達に利

用していないが，初心者は，床反力を利用して

いると推測できる。熟練者は，フットワークが

習得されており，パワーストロークの準備段階

として，下半身の動きが先行し，次に上半身，

つまり腕の前への移動がなされる。もちろん，

この場合，素早く，しかも正確なラケットワー

クが不可欠である。

第二に，初心者は，動作中を通して重心の前

への移動が顕著であるのに対し，熟練者はイン

パクト後，着地してから移動が激しくなる。換

言すると，初心者は，重心の水平方向の移動に

よってシャトルにパワーを伝えようとしている

のに対し，熟練者ではそれに依るところは少な

いと言える。これは，初心者ではラケットワー

クが未熟なために,てこ編成型運動*になってい

て，上半身の前傾がおこったことに原因があろ

う。着地後，重心の前への移動が激しくなるの

は次のシャトルに対応するための移動によると

考えられる。

第三に，初心者のほとんどが，その重心が最

高点にある時にインパクトしているのに対し，

熟練者は，最高点からの下降中にインパクトし

ていた。また，床反力からみると，熟練者はジャ

ンプしてその滞空時間の後半にインパクトして

いた。一方，ジャンプを上方向の最大床反力と

考え，同様に比較すると，最大床反力を示した

時やその前にインパクトがあった。これも，パ

ワーの伝達に床反力の利用がされたかどうかに

関係しているだろう。加えて，他の初心者とは

逆に,その後にインパクトがある初心者がいた。

このＳ４は，インパクト後右足が前に出る熟練

者に似た動きの初心者として抽出された被検者

である。そこで，フットワークとの関係を考え

結

聿覗

女性バドミントン初心者におけるパワースト

ローク動作の力学的特徴を明らかにするため，

３試行のフォアハンド・スマツシユ（Ｓｍash，

JumpSmash，StandSmash）を行わせ，その

重心移動，床反力，両膝角度を測定し，ラケッ

ト・ワークと同期させた。

その結果，次の点が初心者の特徴として挙げ

られた。

１）初心者は，フォワード･スウィング開始後，
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インパクト前の最大床反力を示した｡つまり，

腕の前への動きが始まってから，前足で床面

を蹴っているのである。ボール投げ動作のよ

うに，床反力をパワーの伝達に大きく利用し

ようとしていることが指摘された。

２）初心者は，動作全体を通じ，重心の前への

移動が顕著であった。原因として，重心の水

平方向の移動によって，シャトルにパワーを

伝えようとしていること，ラケット・ワーク

が未熟なためてこ編成型運動になり，上半身

の前傾がおこったことが挙げられた。

３）初心者は，その重心の最高時にインパクト

していた。これは，熟練者と比較すると，体

幹のひねりが少ないこと，床反力をパワー伝

達に生かそうとしたことに関連があると推測

された。

４）Ｓｍash動作とＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作に，似た

現象が見られた。即ち，初心者が棒立ちで，

スマッシュしがちなことが明らかにされた。

5）ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作において，ジャンプ後，

前足と後足が交差し，しかも前足だった方か

ら着地していた｡これは,バドミントンのフッ

トワークに似た動きである。よって，初心者

にはフットワークの練習中，方向転換して前

に出る時，意識的にジャンプさせると効果が

あると考えられる。

てこ編成型運動（alevelarrangement）

車輪一車軸編成型運動（awheel-and-axle

arrangement）とともにオーバーヘッド･ストローク・

プロダクションの力とスウィングの速さの生産様式

の典型的な運動様式である。その物理的，解剖学的特

性の多くを無視して運動形態的な課題をうつな形で

取り上げれば，噸できるだけ腕を伸ばすこと〃によっ

て，力とスウィングの速さを生産することができる。
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